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                                          浜松市立春野中学校  來住 訓世 

 

１ テーマ ICT を活用した個別最適な学び・協働的な学びの充実 

 

２ テーマ設定の理由 

本校は各学年 15 名前後の生徒数であり、小規模ではあるが、授業において学級やグルー

プでの話し合い活動を展開していくことはできる規模である。しかし、限られた人間関係

であるが故に、他者との意見が食い違ったときに言いたいことが言えずにいたり、リーダ

ーシップをとる生徒に任せっきりにしてしまったりすることがある。 

ICT の活用により、全ての生徒がどのような考えをもっているか、生徒相互間でも確認

できるようになった。それ故に、今まで以上に他者の意見によって多面的多角的に物事を

とらえることができるようになった。 

そのようなメリットを生かし、学校規模に合った個別最適な学び・共働的な学びをより

充実させるための ICT を活用していきたいと考えた。 

 

３ 実践Ⅰ 

① 学年・教科      第３学年 総合的な学習 

 ② アプリケーション ジャムボード 

 ③ 実践内容 

第１回福祉体験学習では「車椅子体験」「白杖体験」を行った。事後学習では、グ

ループごとに感想や気づきを「ジャムボード」で共有した。しかし、感じたことを挙

げるのみであり、深まりに欠け、今後につなげることが難しかった。 

そこで、第２回福祉体験学習「高齢者疑似体験」の事後学習では、ジャムボードに

あらかじめ「こんなことがあった」「感想・感じたこと」および、体験から「学んだ

こと」春野地区が「こうなるといいな」と思ったことの４つの記入欄を作っておき、

体験終了後にグループで話し合う時間をとった＜資料１＞。 

 ④ 成果と課題 

    ジャムボードに記入欄を作ったことにより、話し合う内容が明確になった。また、

グループで話し合いをする時間をとることにより、体験から学んだことをより深く振

り返ることができた。今後春野地区がどうなるとよいか等、個人での探求テーマを考

える上で参考になる意見が出された。学級内で共有されなかったことが課題である。 

 

４ 実践Ⅱ 

 ① 学年・教科    第２学年 音楽 

 ② アプリケーション google スライド 

③ 実践内容    鑑賞「フーガト短調」での実践 

この曲は、バッハ作曲であり、バッハはバロック時代を代表する作曲家である。演

奏楽器はパイプオルガンである。生徒にとって、普段なじみの少ない言葉が多く、教

師の話を聞いても理解しているとは言い難い＜資料２ ①～③＞。そこで、自分で調

べたい事柄を「A 作曲家について」「B 楽曲について」「C パイプオルガンについて」

の３つから選び、さらにその中でキーワードとなる言葉を挙げておき、友達同士なる

べく違うキーワードを選ぶように指示したことで、調べる内容の重なりが少なくなる

ように配慮した＜資料２＞。調べた事柄は、スライド一枚にまとめ、発表した。 



 ④ 成果と課題 

    生徒が一斉に作業ができるという ICT のメリットを感じた。また、自分で選んだ事

柄を調べることは、生徒にとって主体的な活動となった。 

さらに本校の規模でのメリットとして、調べる内容の重なりが少なく、自分の力で

スライドを作ろうとしたことや、発表では個々で調べた内容が学級内で共有されたこ

とを感じた。 

今回は３時間計画で授業を行ったが、少ない授業数の中、時間の確保が課題である。 

 

５ 実践Ⅲ 

 ① 学年・教科    第３学年 音楽 

 ② アプリケーション スプレットシート 

③ 実践内容    鑑賞曲「ブルタバ（モルダウ）」 

    この曲は、ブルタバ川やその周辺の様子を曲に表している。今回は曲を聞きながら、

曲と標題および風景写真を合わせていく活動を行った。標題・写真の選択肢をそれぞ

れ与えることにより、聴き取った音楽を「どのように感じたか」「それはなぜか」を

共働的に考えるきっかけとした＜資料３＞。 

④ 成果と課題 

友達と共働作業をすることにより、自分の考えを相手に説明する必要性が生まれた。

それにより、「そのような曲想を生み出している音楽の構造は何か」と根拠を考えた。

感じ取った曲想と、聴き取った音楽の構造との関わりがどのようになっているのかを

考えることでより深い学びへとつながった。音に集中させるため、グループ毎に１部

屋を用意した。場所の確保、教員の机間指導の難しさを感じた。 

 

 

＜資料３＞ 
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